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研究成果の概要（和文）： 日韓台の鉱山は「圧縮された近代化」を反映した共通点が多く、欧州で先行する重
工業国際比較研究の俎上に載せるに最適の素材と考え、この研究対象に3視点から接近した。①「東アジア型資
本主義」という過去十分に定義されていない対象に対し「炭鉱・鉱山」から定義を与える。②形成されつつある
東アジア炭鉱・鉱山遺産ネットワークに経営・労働・社会史の各側面から学術的裏付けを与える。換言すれば、
文化資源としての炭鉱・鉱山の価値を明らかにするような社会科学的鉱山学Mining Studiesを展開する。③炭
鉱・鉱山遺産ネットワークを東アジアの越境的紐帯へと育てるべく、申請代表者を中心とした研究拠点機能を強
める。

研究成果の概要（英文）： Mines in Japan, Korea, and Taiwan have much in common, reflecting“
compressed modernization,”and we believe that they are the best material for international 
comparative research on heavy industry, which has been much conducted in Europe. We approached this 
theme from three perspectives. (1) Defining “East Asian-style capitalism” from the perspective of 
“coal mines and mining” as it has not been well discussed in the past. (2) To provide academic 
support for the network of East Asian coal mine and mining heritage that is being forged from the 
perspectives of management, labor, and social history. In other words, we will develop social 
scientific mining studies that clarify the value of coal mines and mines as cultural resources. (3) 
Strengthen the function of the research center led by the principal investigator in order to develop
 the network of coal mine and mining heritage into a transboundary tie in East Asia.

研究分野： 地域社会学、環境社会学

キーワード： 炭鉱・鉱山

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日韓台の鉱山は「圧縮された近代化」を反映した共通点が多く、重工業国際比較研究の俎上に載せるに最適のテ
ーマだ。東アジア炭鉱・鉱山遺産ネットワークに経営・労働・社会史の各側面から学術的裏付けを与える観点か
ら日本のみならず韓国江原道・台湾北部炭田での調査を進め、台湾では新平渓煤鉱博物園区・猴トン鉱工文史館
と協力関係を構築した。韓国では旧東原炭座等を訪問しアーカイビングを接点に交流を深めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本課題は、以下の課題からの継続を意図したものであり、前課題と基本的には同じ代表者・分

担者チームによって、炭鉱・鉱山という一時忘れられていた産業に新たな光をあて、アーカイブ

の蓄積やその応用を促進し、現代的な研究成果を産み出そうと意図されたものである。 

 課題名: 東アジア産炭地の再定義: 産業収束過程の比較社会学による資源創造(26245059) 

基盤研究(A)、研究代表者中澤秀雄、2014-2018 年度 

(https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-26245059/)。 
 
 
２．研究の目的 
 
日韓台の鉱山は「圧縮された近代化」を反映した共通点が多く、欧州で先行する重工業国際比

較研究の俎上に載せるに最適の素材である。この研究対象に 3視点から接近する。①「東アジア

型資本主義」という過去十分に定義されていない対象に対し「炭鉱・鉱山」から定義を与える。

②形成されつつある東アジア炭鉱・鉱山遺産ネットワークに経営・労働・社会史の各側面から学

術的裏付けを与える。換言すれば、文化資源としての炭鉱・鉱山の価値を明らかにするような社

会科学的鉱山学 Mining Studies を展開する。③炭鉱・鉱山遺産ネットワークを東アジアの越境

的紐帯へと育てるべく、申請代表者を中心とした研究拠点機能を強める。 

 
 
３．研究の方法 
 

 各炭田における文献調査およびインタビュー調査が軸となる。決して一般的なテーマではな

いため、現地の学芸員・研究者・元炭鉱マン、博物館・行政機関、炭鉱会社やその後継企業と良

好な関係を構築することが鍵となる。幸い、本課題と研究チームは韓国江原道、台湾北部炭田を

含め、日本・台湾・韓国の主要炭田においてこうした関係を構築することができ、まさに「ネッ

トワークハブ」として機能することができた。台湾北部炭田においては、われわれ日本側研究チ

ームの存在が、現地の炭鉱文化保存活動に対して、その意義の説得に役立っていることは、繰り

返し台湾の地元メディアに取り上げられていることからも傍証される。 

 こうした活動の結果、各地の(一般非公開のものも含めて)アーカイブにアクセスすることが

可能になり、託された資料も多岐にわたる。以下の 4.で触れる『戦後日本の出発と炭鉱労働組

合』や『芦別』はこうしたアーカイブに基づく成果であるが、分析可能な文書資料等は他にも存

在するので、課題終了後の 2024 年度以降も、順次、成果公開に努める。 

 
 
４．研究成果 
 

初年度(2019 年度)において、国内諸炭田および台湾北部炭田およびサハリン炭田の基礎的実

地調査を実施するなど本プロジェクトは順調な滑り出しを見せた。ところが 2020 年 3 月以降に

予定していた台湾・韓国での現地調査および米国での文献調査は、新型コロナウイルス感染症

(COVID-19)の世界的流行に伴いキャンセルせざるを得なかった。2020-21 年度も状況は改善せず、

本課題の主要な柱である海外研究が実施できない状況が継続した。そのなかでも国内炭田での

調査を他の科研課題とも連動しながら進めたほか、台湾産炭地との間ではリモート会議として



シンポジウムを 2020 年度および 2021 年度の 2度にわたって開催した。 

コロナ禍によって海外渡航がキャンセルとなった 2020 年 3 月から 2022 年 2 月までの間に、

文献調査及び国内炭田調査を軸にして産出された主要な成果は、以下の(1)-(6)および(9)であ

る。また、2022 年 3 月以降も、それまでの蓄積も踏まえながら、(7)(8)のように継続的に成果

を産出している。 

(1) 樺太産炭地に関する研究成果として、分担者の平井健文が『大日本帝国期の

建築物が語る近代史』に収録された論文を刊行した。また「JAFCOF 樺太研究会リサーチペー

パー」をとりまとめ、早稲田大学リポジトリに登録した。 

(2) 『家族社会学研究』誌における「特集 産業・地域から家族と労働をとらえな

おす」(2020 年)のなかで、分担者 2 名による論文が掲載された。この結果、家族社会学分野

の研究者にも、本研究課題の意義をアピールすることができた。 

(3)  北海道東北地域経済研究所が発行する雑誌『NETT』において、研究代表者が

8回にわたる連載「炭鉱・鉱山と地域」を執筆した(2021 年春に完結)。 

(4) 夕張炭田において元炭鉱夫の日記を翻刻・解説し代表者・分担者 5名(中澤秀

雄・新藤慶・西城戸誠・玉野和志・大國充彦)の連名により『戦後日本の出発と炭鉱労働組

合』(御茶の水書房)として 2022 年秋に刊行した。 

(5) Waseda Rilas Journal 誌における「環境社会学と産炭地研究とのコラボレー

ション」特集(2022 年)に協力し、分担者 3 名が執筆した。これにより、環境社会学分野にも

本研究課題の存在をアピールし、協力者となる研究者のベースを拡大した。なお、2023 年か

ら刊行が始まった『環境社会学講座』の第 2巻「地域社会はエネルギーとどう向き合ってき

たか」にも、代表者が石炭に関する章を寄稿している。 

(6) 産炭地に関する研究成果をベースにして、分担者の木村至聖が教科書『歴史

と理論からの社会学入門』を執筆した。また分担者の島西智輝は戦後史研究の成果『日本型

雇用システムをつくる』(第 38 回沖永賞受賞)の共同編者となり、炭鉱会社における雇用慣

行に関する章などを執筆した。 

(7) 日本学術会議東北地区会議公開学術講演会「資源をめぐる新しい情勢および

鉱山開発地域との対話」 (2023 年 9 月 2 日開催)において、研究代表者が「日韓台における

石炭産業と地域」と題して講演した。これにより、秋田大学国際資源学部をはじめ、工学系

の関連研究者との関係構築が緒に就いた。 

(8) 石狩炭田の芦別市において、市立博物館「星の降る里百年記念館」の学芸員

と協働しながら地域アーカイブの再発掘・分析を行い、地域史・女性運動・産業形成・樺太

からの引揚・労働組合など多様な側面から本チームの代表者・分担者が分担執筆して、2023

年末に『芦別: 炭鉱とマチの社会史』(寿郎社)を刊行した。「社会学者が学芸員と協働する

モデルを提供している」(祐成保志・東京大学准教授)等と評価されている。 

(9) その他、代表者・分担者は日本社会学会、環境社会学会、家族社会学会、日

仏会館シンポジウム等でさまざま報告を行っている。 

 

2022 年度末より海外渡航が可能な状況になったため、2023 年度末の研究課題完結までに、韓

国現地調査・文献調査を 2 回、米国文献調査を 1 回、台湾現地調査を 2 回実施することができ

た。これらの調査成果は、2024 年に青弓社から刊行される『台湾炭鉱の職場史』を皮切りに、今

後刊行される書籍・論文において順次報告される。 
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